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地域の方が協力し意見を出し合って「はなぐるま」を作成しております。ご意見・ご感想や投稿などお気軽にお寄せください。 

編集委員も随時募集中です！ 一緒に紙面作りをしましょう。 大崎第一地域センター 電話3491-2000までご連絡ください。 

わが街を守る荏原調節池 

 

 

     地域振興事業 婦人部・女性部懇談会 

支え愛・ほっとステーションのご案内 

  

 

  

 

    

    
  

 春は旅立ちの季節です。子どもは学校に入って知識や

体力を磨き、学業を終えた学生は社会への旅に出ます。 

 そして、長い旅路を終えて人はふるさとの生活に戻っ

てきます。長寿社会では、このあとの地域での生活を楽しく健康に過ごす

ことが大切になります。 

 一人で過ごす時間はできるだけ少なくして、地域の人々との交流を多く

したいですね。そんな時はお近くの文化センターや体育館などを覗かれた

ら如何でしょうか？そこで趣味やスポーツの仲間が見つかり、それがあな

たの新しい地域デビュー・・になるかもしれませんね。              

（編集長 久保田）   
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 「支え愛・ほっとステーション」は「身近な福祉の相談窓

口」として地域の高齢者の皆様が少しでも安心してこの地区

で暮らし続けられるようお手伝いをさせていただいておりま

す。 

 どこに相談したらいいのか分からない、日常生活の中でこ

んな不安や心配な事がある、また気になっていることがあり

ましたら「支え愛・ほっとステーション」までお気軽に連絡

をお願いします。電話のほか地域センターにいらした時に、

またご自宅までお伺いするなど、ご都合に合わせてご相談を

受けさせていただきます。 

 また、町会や地域のイベントなどで直接皆様とお会いでき

る機会をいただけることを願っています。夕方以降や土日で

も、ご相談の上お伺いさせていただきます。 

 大崎第一地区の皆様、引き続き、「支え愛・ほっとステー

ション」をよろしくお願いします！ 

 
社会福祉法人 品川区社会福祉協議会 
大崎第一支え愛・ほっとステーション  

ＴＥＬ：６４２１－７８１０ ＦＡＸ：３４９１－２００２ 

建設の背景 

目黒川は世田谷区内を源流として、目黒区、品川区を流れ

て東京湾に注ぐ全長８ｋｍの２級河川です。その沿線は都市

化が進むにつれて、降った雨が急激に川に流出しやすくな

り、なかでも五反田地区は特に地盤が低いこともあってこれ

までたびたび浸水被害が発生していました。特に平成元年の

水害では旧荏原市場付近からＪＲ

五反田駅までの４７ｈａの広範な

地域に大きな被害が出ました。こ

うした被害を防ぐために、川を管

理する東京都が１０年余をかけて

旧荏原市場跡に作った施設が荏原

調節池です。 

壮大な規模 

平成１４年に完成したこの施設

は、水位の上がった川から、雨水

を①取水し、②一時貯水し、③川

に戻す、ための巨大な地下４層

（深さ３０．５m）の巨大な箱型

調節池です。その能力は１時間当

たり５０ｍｍの雨水に対応するため、２５メートルプール約

６７０杯分（２０万トン）の貯水が可能となっているそうで

す。 

縁の下の力持ち 

調節池完成後も幾度となく五反田地区は台風や集中豪雨に

遭遇していますが、幸いにもこの調節池は期待通りの機能を

発揮していて、五反田地区への目黒川浸水被害は見られてい

ないそうです。そのうえ将来の更なる異常気象に備えて貯水

能力アップも検討されているようです。機会が有ればご覧に

なられたら如何でしょうか。 
（編集長 久保田） 

  

 ３月１０日（金）大崎第一地区町会・自治会連合会の主催

で「教養講座」が開催されました。テーマは「アレルギーに

ついて正しく知ろう～地域に伝えたいこと～」です。講師

は、品川区在住で自らも食物アレ

ルギーのお子様がいらっしゃる、

「ＮＰＯ法人アレルギーの正しい

理解をサポートするみんなの会」

理事長、前田えりさんです。 

 講演では食物アレルギーの基礎

知識から診断、治療までの流れ、

重症症状（アナフィラキシーショックなど）が起きた時の対

処を教えていただきました。 

 そして、もし災害がおき、食糧

不足や避難所生活になった場合に

はどうしたらよいのかという内容

にも至りました。幸い、品川区

は、アレルギー対応食品の備蓄が

あり、備蓄食糧と原材料が公開さ

れているという点で全国から注目

されていることもわかりました。この生命にかかわるアレル

ギー問題は、有事の時のために当事者や患者家族だけでなく

地域の方々も日頃から積極的に情報収集しておくことが大切

なことだと実感しました。 

 

以下の情報収集先もご参考にしてください。 

・アレルギーポータル（厚労省） 

 https://allergyportal.jp/ 

 

・独立行政法人 環境再生保全機構 

 https://www.erca.go.jp/ 

 

・東京都アレルギー情報Ｎａｖｉ 

 https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/allergy/ 

 

・しながわパパママ応援サイト 

 https://city-shinagawa-kodomomirai.tokyo/ 

 

・ＮＰＯ法人「アレルギーの正しい理解をサポートするみん

なの会」～おしゃべり会、講演会など 

 https://www.a-minna.org/ 

 

                  （編集委員 永尾） 


